
聴覚障害者用火災警報装置の研究開発について

Development of Fire Alarm Systems for the Hard of Hearing 
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Recently， the number of fire death of a physically handicapped person has been increasin氏 Jn

order to take one ()( the countermeasures， we developed two k.inds of firf' aJarm systems by l1sing 

xenon lamps for the hard of hearing， One of them is useful for a housc and the other is useful for a 

institution of physically handicapped 

1 はじめに

現在.身体障害者.経たきり老人などいわゆる

防災弱省の火災による死者が噌加する傾向にあり

その対策が強く宅まれている。

今回， 同際障害者年から始まった行動計画の一

環として生活安全課からの依頼に基づき聴覚I~'l害

者用の強い光による火災害?報袋町を，一般住宅用

のものと身体障害者施設用のものの 2種類につい

て試作した。

聴覚障害者用火災型車自装慣としては.障持者の

視覚を刺激する光によるもの，わずかに残された

聴覚を刺激する低周波音によるもの.あるいは摂

動によるものなどが考えられるが，段も容易に具

体化できるものは，光によるものである。視覚隠

覚ともに障害をもっ者に対しては低周波音による

方法も考えられるが低周波音覚知能力に関する基

礎的な研究が必専一人二れに'.Jいては次回の研究

テーマとした ω

聴覚陥包者は，東京都の認定を受けている人が

約27，000人，全国には100万人 とも15071人とも言

われている。

聴覚障害者は.他の 1!~1:!f者に比べて単独でデパ

ー トやホテルを利用する機会がちいうえ，他の人

からi勾害者であることの確認もし.こくし火災発

生時の竺報音が聴えなかったり，貨;知が非常に遅

れることがある。そのため，不特定多数り人が出

入する建物に設備されている誘導灯については聴

覚障害者の火災の覚知.避難誘導を容易にする点

寧第三研究'-j;:

滅式のものが実用化されている。さらに，自動火

災報知設備，家庭用の簡易型火災空予報器について

も聴覚障害者に適応するものの開発が強 く要望さ

れている。

2 警報装置の惰造及び動作原理

(1) 一般住宅用火災普報装置

この装世は写真 1，図 1(こ示すとおり，簡易

型火災容報器(煙式)，音センサー，送{百機. パ

イプレータ (目覚し用)等から機成されてい

る也

火災心感知と信号の伝達方法は， 簡易型火災

警報器を笠内の天井等に取イづけておくと，火災

初期の煙を感知し，内蔵ブザーが鳴動する。こ

の特報奮を聴覚|的F存者の視覚を刺激する信号に

変えて火災を知らせる方法として，次のような

技術的手法を用いている。

簡易型火災与報器の側面に取付けた音センサ

ーによりブザーの音を検知し.その信号が送信

機に送り込まれる。送信紙;ょ非常に小型なもの

で天井部に容易に取付けることができ.送信機

内部には.図 Iに示すよう に128KHzの発振回

路が組込まれていて，音による屯気信号が入力

されると， 128KHzの高J."d波のデジタル化され

たバルス信号が送信機から出力される。

次にこの尚周波の信号が100VSOHzの屋内配

線に入力されると ，Et内配線を通り氷!長内のど

このコ ンセントからも受信することができる。

したがって.受信機は家庭内の任意な場所のコ

ンセ ントに差込むことにより使用することがで

きる。このような伝送方式をー般に I心力線抑/$
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写真1 一般住宅周火民警線装E

方式といっている.安由桜本体は.幅80圃 X奥

行210回 X粛さ173圃 .1陸軍820iで容易に持ち歩

きできるむので白その取っ手部分にキセノ ンラ

ンプが内蔵されていて。コyセントからの高周

波倍野によ って点滅するように伝っている.写

真2に示すとおり，受信機の袋面パネルには，

電話器の鳴動.来客の"知らせ111.赤ちゃんの

ヨ区内照明

で童子f

ー
写真2 送信憾 愛情"

泣曾宵111.火災発生の知らせ'"どを判別するた

めの鐙表示があり.知っせてきたE要件の表示窓

に発光ダイオ ドが点灯するように伝っている.

またt 受信機の後舗には目立しmのハイプレ
ータを綾統することがで§るよ うになっている.

伐の中にこのパイプレ タを入れて結けぽ夜間

でも火災を覚鮒ずることができる.

屋内虚飾(....cI∞v) 
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ー-<>信号の.れ

国 1 -借住宅用火提曹領事実置の備成国
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ニの放置の退問機及U受信機は，現在，聴覚

~~n問q 活繍助担u 'むレっせラ〆プ」とし

て市由主れているむのであry，性能満足li表 l

に示すと行けてある.

袈1 送信11丑ぴ受信器の性格絡先
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一役/t"f::liJJ)火災漕鉛援をして比後的"及度

J) ~~いのは . 簡易盟火災1野県l~ (光電式煙感知

総)であるが.ニれは内蔵電池で懐隠するよう

に作つれているため。 x件蘭て手へ山取付けかfi
a告であり 火災初期ω湾そ怒知して内蔵プザ
合鳴動rる鳴iEになっている.しかC，プザ
J)~動 1，がEまえ ない聴覚聞呼告には 吋然ニの

ままで法火史書報犯として位以たタ'.'むのであ

る.

この節究開発でま既ff，j)聴覚険事与J刊!の口常

生iliの補助鶴見tして待'Hている勺，しうせ

うん.' . が [fv"")fiJ~;1-光の悶りに II検 L て開'Jf

.~に必欝な製作を缶遣しているこ とに羽白し ，

m且型火災箸報器刀プザー明動奮を光の{引7.ニ
変えるたのの日体的信1Jitについて検Jし 実
験装阪のt試作そ行った.

成作内科のうち盟内と公る部分{多簡幼型火災

If秘訟の改良7えぴ簡劫~，火災管制樋のプザ 脅

を百センサー及び送信般により電気併号に宜換

し.室内照明蕊Uの号11長けノ リノグ部分を利

府して屯力線搬送方式!こより飽守を受信般に伝

遣する 方訟~具体化し たこ とでめる.

ア 簡易型火山曹+割程の改凡内

既存の銅鉱明火災曹章話題が世地内蔵である

ため取付けが磁易であるという民所がある医

術.<電池がi内Itした際にIi.交仇するのに高

所の作穏となるため句高齢有家庭では必ずし

ι打易で"生いといフ欠許I合ある.そのため
今回試作しf閥抗型火災警級蕊は交i:!tl曲V

の喧E粛によって慢舵する川i阜のものとし.室

内閉明211民コード ij¥下げ首切引僻ン ') :.-グ

の分的?ダブターに箸係i樹ωjili!f}.コ ド先端

プラグをi2し込むこ Eによって屯繰電圧が供

給される.

イ 簡易地火災笹錯習のプザ 明動告の光借り

への宮被刀法

開易~，火:足普報担の ブザー嶋.，をまずu:-:tt

信号に定換するためには、 ，~しりせ~J....ふJ

に付属Lている'ITJ.¥掠II!J)ff eンサー及び'"

Q燥を応用した.

その具体的方法1;写爽3に示すとおり簡易

型火主宰報摺の側両に音センサを貼付け そ

のコ ー ドに?審判さ れている送1~倹の差込プラ

グを室内問明富呉号11設けシ}り〆グ分岐アダ

プタ に芝込むことにより ずγ タル化された

電気1.号が略内電fIl¥I問路に温リ込まれ.そ
のm号令受けた受fd殴でキセノン ラ/アの点
結{光白骨)，こ変換されるのである.

写真3 照明器実用引掛ンーリングにl1li'時錯 送信機の後続状現

①宅lm;..-ーリ ング分賞受アダプター ③送僧 犠 ③簡努総
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2) ~号惨障害者絡1設問警報装置

ニの笈a配配[はt身休聞3警嘗有等が集聞で生話する施
設周の火災If惚23波P践4世として考え

装置のN憎陣H岐貫iば主写良4ι.団2に示すと2必::i;)，防
火対fII拘1二段置されている0・山火災普報笈置と

殆ど同しでめるが.礎宜陣瞥/';を対象にしてい

ることかヮぺルの鳴動日置のほかに令セノ〉ラ

ンプ点滅灯を配備レ. 火災発生の..h~ 口で覚

知できるよョに伝っている.

写真4 身体障害者絡置周火災'編著書置

①煙感知鶴 (j) m号E描器
② 側感知制使 ⑤ キセノノランプ

@受信 普段 @ ランプf1プザ

動作原理".各部尽に取付けてある煙又は劉

感知穏で火災の理主は ，~~感知するとその電気

僧向島旬.

"̂∞V'"" 

fd号が受信機に入り.f3号と運動するリレーの

ON'OFF回路を通って情り変換器に入力され

る.情号臣換制の臼何回路には各都駅に配備さ

れているキセノンラ〆プが配線によって彼脱さ

れていて.入力信号によってすべてのキセノム'

ランプが点滅するようになっている.

表2 身体海害者施担鯛火見普絹諮問割E絡先

唱 1軍司】祖 先電.... ~.r.， t曹 l圃障害慣電 λ"竃"

'"伺V
島屋掴圃 百，.式 ~ ~ .， t喧均帽』事前串哩 槌，副"，

岨骨 量闘圃 .車町周個司民. ，岨A

障寓向楓ff Si-ω.竃撞式
<te...;..?;..γ S圃‘.I ~ 1¥-I1舟.

暗証n同 A 竃112.2W

3 まとめ

一般住宅用の紡災鐙備については。ホームセキ

ュリティーなど防災間選機糠の研究開発が席寝界

でb活発に行われているが.いずれむ火災など非

官官官3の危険紡除方法についての考え方"日常生活

に使われている家庭用慣擦に被縦性をもたせるこ

とにより。，普及率の向上をはかつている.

制肩書知.

4レセノンラ>7

(~I長まま〉

"‘サ~lr "2I

.・Jν':"'7
t点・‘2ミ》

プ ザ

司自，..，耐の波れ

掴 2 身体障害者施阻周火県警絡狼置の織成図

( 11:1) 



今白試作した一般住宅聴覚障害者用火災警報装

置についても白常生活の補助器具の中に火災警報

器の機能をもたせることが大きな特長である。ま

た，身体障害者施設用の火災害報装置については.

今後実用化の段階で按術基準の整備.法令上の整

備などが必要になると思われる。

今回の試作は，聴覚障害者を対象に行ったもの

であるが.一口に障害者対策といっても.障害の

( 19 ) 

種類，程度もかなり異っており.火災等に対する

安全化対策を考えるとき技術的に困難なことが多

し=。

今後，身体障害者の社会活動も当然活発化され

ると!曹、われるので，さらに障害内容に合った防災

設備の研究開発を行っていく必要がある。また，

身体障害者及び健常者双方の理解を深める努力も

不可欠である。
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